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顕微鏡的想像力の系譜(1)

-シャーロット・スミスと植物学*一

鈴木雅之

「顕微鏡」が17世紀に考案されて以来、「顕微鏡的眼」あるいは「顕微鏡

的想像力」と呼び得る新しい視覚的認識論あるいは視覚的想像力論がイギリス

文化の諸領域に大きな影響を与えることとなった1。本稿は、イギリス・ロマ

ン主義時代を代表する女性作家・詩人シャーロット・スミス(CharlotteSmith

1749-1806;図1)をこの「顕微鏡的想像力の系譜」に位置づけ、とくに彼女が

探求した植物学と顕微鏡的眼との相関関係という視点からスミス作品の特徴を

論じようとするものである。

英国における顕微鏡器具発展史上最大の功労者はいうまでもなく『ミクログ

ラフィア』(〟icrqgrqpんαOrSo乃eP九γSOqgicαβescγかo朋O〟柁㍑ねβodies

*本稿は平成12～14年度科学研究費補助研究題目「科学実験器具とイギリス18世

紀文化」研究報告の一部である。

1RobertHookeを中心にした「顕微鏡と視覚的想像力」論は別稿を用意してある。

従って、本論では必要最4、限度の言及にとどめる。



顕微鏡的想像力の系譜(1)

図1ジョージ・ロムニ画、シャーロッ

ト・スミス(1749-1806)の肖像。ロンドン

に生まれる。詩人・小説家。夫ベンジャミ

ン・スミスが負債のため投獄されたのを機

に執筆を始める。フランス革命を支持する

など急進主義思想を信奉する作家として当

時の小説家・詩人に与えた影響は大きい。

ウイリアム・クーパーやウイリアム・ヘイ

リとも交流があり、へイリに献じた『悲歌

的ソネット集』(1784)はワーズワスに大

きな影を落とす。水彩、1792年、ロンドン、

コートールド研究所蔵。

〟αde毎〟αg花丹花gGαSSeS∽わん

0ぬeγUαわ0柁Sα柁d明弘iriesr九ere岬O花,

1665)の著者ロバート・フック

(RobertHooke1635-1703)である2。

ロンドン王立協会(RoyalSociety)

の実験主任(curatorofexperiments)

であったフックは、「フックの顕微

鏡」と呼ばれるものを王立協会に提

出した。王立協会の定期的会合に顕

微鏡実験観察報告を導入したのもフ

ックであった。フックの最初の実験

報告は酢のなかのヒルと皮革に生え

たカどの観察である。さらに蟻の頭、

針先、ブヨに似た奇妙な蝿等々につ

いての報告をこの定期会合の席でお

こなっている。その後のフックは幾

種類もの動物の血液の観察報告をし

ている。マジョリ・ホープ・ニコル

ソン(MaIjorieHopeNicoIson)は、

このときフックがもう少しましな顕

微鏡を使用していたならば、オランダはデルフトのレーウェンフック(Antoni

vanLeeuwenhoek1632-1723)を凌ぐ、細菌学者の父として記憶されることにな

ったに違いないと書いている3。

2最新のHooke伝として、StephenInwood,TheManWho肋ew7boMuch:The

stT・aTqeandinuentiueliPofRobertHoohe,1635T1703(London:Macmillan,2002)

がある。中島秀人『ロバート・フックーニュートンに消された男』(朝日新聞社、

1996)は数少ない優れた日本語文献のひとつである。
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図2観察図12。『ミクログラフィア』観

察20「自力ビについて、および腐敗から

生じる植物の第-′・原理について」に添付。

羊皮製の赤いブック・カバーの上に斑点状

に生じた自力ビ。図版が示すように帽顕微

鏡」を通すと、それは「美しい植物性の物

体で、皮の表面からまるでキノコのように

あるいは小さくて長い円筒形で透明な茎の

ように見える。まっすぐではなく先頭につ

いた丸く白い握りの重みでやや傾いてい

る」。『ミクログラフィア』観察記録のなか

でも最長のひとつ。エングレーヴイング、

1665年。

.タ㍍′′・′′′∴ケノんて1

図3グロリオサ(キツネユリ)。『植物の

愛』には何点かの色刷りの花の絵が挿入

されている。これはそのなかの1点。ダ

ーウィンの「哲学的注釈」によれば、こ

の花は6本の雄しべと1本の雌しべから

なる。それらはダーウィンの神話的物語

では6人の若い男性と1人のうら若き女

性として描かれる。水彩、1789年、ニ

ューヨーク州立図書館蔵。

3MaIjorieH.NicoIson,ScienceandImagination(NewYork:ArchonBooks,

1976)155-234.観念史派を代表するNicoIsonのこの著書は、初版(1956)から半

世紀以上経った今日でも依然として顕微鏡文学研究必須文献のひとつである。
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フックの『ミクログラフィア』では、60件の顕微鏡観察結果はその詳細な

観察記録・解説と118点からなる観察図という形で研究者仲間に伝えられた

(図2)。眼下に開示されるミクロの宇宙という未知の世界に直面した初期の顕

微鏡学者は、それらを説明するための新たな用語と新たな方法を考案する必要

があり、それが図版と文字という二つのメディアからなる伝達手段であった4。

『ミクログラフィア』のちょうど1年前1664年に、ヘンリー・パワー

(HenryPower1623-68)は『実験哲学』(EqerimentalPhuosQPhy)を出版した。

顕微鏡による不可視の「形態」化、肉眼("NaturalVision","nakedeyes")では

見ることのできない微小の世界の詳細な報告書である5。『ミクログラフィア』

と比べれば、図版の少なさ(稚拙な図版3点)や顕微鏡観察の対象が限られ

ていることなどかなり見劣りする部分が多く不満も残るが、これまでにはなか

った新しいテーマがパワーの『実験哲学』によって文学にもたらされたことは

4このことはHookeの次の言葉にも明らかである-"Nowbecauseoftentimes

muchmoremaybeexpressedinasmallPictureofthething,thancanbedone

byaDescriptionofthesamethinginasmanywordsaswillfillaSheet;itwill

beoftennecessarytoaddthePicturesofthoseObservablesthatwillnot

othewisebesofu11yandsensiblyexprestbyVerbalDescription."("OftheTrue

MethodofBuildingaSolidPhilosophy,OrOfaPhilosophicalAlgebra,''The

PosthumousWorksofRobertHooke,ed.RichardWallerlLondon,1705】64).

MarianFournier,TheFabricofLifb:MicroscqpyintheSeuenteenthCentu77

(Baltimore:JohnsHopkinsUP,1996)37;JohnT.Harwood,"Rhetoricand

graphicinMicr呼raPhia,''inMichaelHunterandSimonSchafbr,eds.,Robert

月boke:NewStudies(Woodbridge:BoydellP,1989)119-47.MicT・qgraPhiaの見

事な図版は人々を驚かせた。図版はHookeの下絵をもとにして、職人が彫り上げ

たもので、ここにHookeの画才をみてとることができる。Campbe11によれば顕微

鏡文化の特徴は`graphicdetail"と"explicitlanguage"にある。17世紀の科学者た

ちは「記録器械」("registeringapparatuses")と化していたのであり、諸科学機

関は観察対象物の正確な「描写」(``description,,)に全力を傾けていたと述べてい

る。MaryBaineCampbell,Wonder&Science:ZmagingWorldsinEarわ′Modern

EurQPe(lthaca:CornellUP,1999)183-185.
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事実である。顕微鏡の出現によって、倫理学、審美学、形而上学、神や人間等

についてのこれまでの観念は大きく変更を余儀なくされることになったのであ

る。

『実験哲学』の「序文」(``ThePrefhce")のなかで、パワーは「屈折光学レン

ズ」("DioptricalGlasses")の歴史を一瞥した後、顕微鏡は近代の誇るべき発明

であるという認識を示す。伝統か進歩かという新旧論争では明らかに「新」の

立場を擁護するパワーは、顕微鏡を「旧」に対する「新」の優位を、「自然」

に対する「人工」の優位を証明するものとして称揚する。望遠鏡の発明は人間

がいかに狭い世界に閉じ込められているかを、人類はひとつの惑星の支配者に

すぎないことを教えたが、顕微鏡も同様に肉眼では捉えることのできない極微

小の中に未知の新しい宇宙が存在することを示した。パワーによれば、顕微鏡

によって人間は自らの感覚がおよばない二つの極、つまり自然界における最も

巨大な存在と最も微小な存在という両極の間に位置するものであることを知っ

たという。顕微鏡を賛歌するパワー未完の詩の草稿が大英図書館で発見され、

5"ThePre飴ce,"inHenryPower,E坤erimentalPhuosQPhy,ZnTh7-ee-Books

(London,1664).HenryPowerはおそらくイギリス最初の顕微鏡学者。医師Sir

ThomasBrown(1605-82)の信仰告白書『医師の宗教』(月eZなioルねdZcZ,1643)に

魅せられたPowerは、医師となり医学博士の学位をとる。1661年にはハリファッ

クス(イングランド地方中部)の自宅に4台もの顕微鏡を持ち、すでに「100を超

す観察をした」と友人に書いている。たとえば、生きているシラミの血行を2-3時

間もぶっ通しで観察しつづけるという熱中振りであった。初期科学協会をめぐる科

学愛好の風潮がどんなものであったかをこのヴァーチュオーソ(Virtuoso)の熱狂

が教えてくれる。Powerが使用した顕微鏡は市中で買い求めたものであろう。彼が

イギリスの光学器工房のRichardReevesに1662年に送った手紙から、1660年ご

ろには複式顕微鏡がロンドン市中に商品として出回り始め、貴族階級相手に1台3

～6ポンドで売られていたことが知られている。たとえば『日記』(戊α柑)で知ら

れ、後に王立協会会長にもなったSamuelPepys(1633-1703)も、1664年2月に

Reevesのところでシラミやダニといった昆虫たちさらには砂粒などを見せられて

から、夏には5ポンド10シリングで顕微鏡を1台購入している。
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世界的科学雑誌『イシス』(Jsね[19341)に公表された6。王立協会の会員であ

り原子論者でもあったパワーの「顕微鏡賛歌」(``InCommendationofthe

Microscope,,)と題する詩は次のように始まる。

Ofallth'InventionsnonethereisSurpasses

theNobleFlorentine'sDioptrick=glasses.

Forwhatabetter,fitter,guiftCouldbee

inthisworld'sAgedLuciosity.

ToI王elpeourBlindnessesoastodeuize

apalreOfnew&Arti丘cialleyes・

「高貴なフィレンツェ人」とはガリレオのことであり、"Dioptrick=glasses',とは

ガリレオが『星界の報告』(Sde柁ⅡSⅣ比和CiuS,1610)の中で言及した光学機器を指

す7。その働きは何かと言えば、「視力の老いた現代」において「われわれの視力

の衰え(盲目)」を補助することにあると言う。われわれは堕落した存在であり

「裸眼」の視力では不十分である。「人工の限」は、汚れた視力を補い神の偉大さ

を確認するために考案されたものであった。「その[人工の眼の]拡大する力によっ

てわれわれは全世界がこれまで見てきた以上のもの」を見る喜びを味わうことが

できる。それはまさに「驚異」("wonders,,)を発見する喜びと呼び得るものであ

る。アルキメデスが「砂粒を数えた」ときも、「この巧みな技」細田stridC")を使

っていたなら、一粒一粒の砂も「巨大な石」(``amassystone,りのように見えたで

あろう。こうした顕微鏡が観察対象とするものは風の心臓やその血液の流れ、蝿

や蜘珠の眼、ダニの頭、尻尾、足、口、酢の中にうごめく虫などである。

6ThomasCowles,"DrHenryPower'spoemontheMicroscope,"Isisxxi

(1934):71-80.

7「顕微鏡」という名称は、JohannesFaberが1625年4月13日付けPrince

Cesi宛書簡のなかで、Galileoが考案した、微小物探究のための光学機器を「顕微

鏡」と命名したのが最初と言われている。この点に関しては、Fournier,The

♪bわricorム犀11.
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神は価値のないものからあらゆるものを創造されたが、神はその価値のない

ものよりもさらに取るに足らないもの(=髪の毛)をお創りになった。しかし

顕微鏡で見れば、針先には酢一滴のなかに含まれると同じものが存在すること

がわかる(65-70)。「あらゆるもののなかで最も微小なものにおいてこそ神は

もっとも偉大なのだ、/それゆえわれわれは、微小な印のなかに神の全能を最

もよく読み取ることが出来ると推測できるのだ」("howGodis【the]greatestin

yeLeastoft・hings/Andinthesmallestprintweegatherhence/theworldmayBest

readehisomnipotence,"72-74)とパワーは述べている。

..,(alas!)thosesonsofSense[theancients]werenotabletoseehow

Curiouslyt,heminutestthingsoftheworldarewrought,andwithwhat

eminentsignaturesofI)ivineProvidencetJheywereinrich'dand

embellish'd,WithoutourDioptricalassistance.8

顕微鏡をもたず裸眼・肉体的眼に頼るしかなかった「古代の感覚人間たち」は、

微小なものが如何に巧妙に造られているかを、微少の生物のなかにこそ神の偉

大さと栄光が潜んでいることを知り得なかったのだ。このような思想は神=創

造者への大いなる賛歌に通じるものであり、顕微鏡文化を支える最も重要な思

想的基盤のひとつである。顕微鏡実験には頭初から神学的意味合いがきわめて

強く現われていたのである。微小の生き物の精妙な構造のなかにこそ神の御手

が認められるという主題は、顕微鏡観察結果を基盤として議論を展開する18

世紀の自然神学(physicoTtheology)においてその頂点に達する9。

8HenryPower,E坤erimentalPhilosQPhya3V,82.

9身体観念を対象として18世紀顕微鏡文化と視覚文化の革命的事態を活写したも

のとしては、圧倒的点数の図版を駆使した、BarbaraSta費brd,月0心Crificねm∴

着mqg乃昭兢eびわsee柁花月花毎如e花me柁Arα柁d凡kdわ柁e(MITP,1991)を超

えるものはまだ出ていない。
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解剖の対象は昆虫だけでけはなかった。植物解剖とその分析も顕微鏡を使用

して盛んに行われるようになったのである。植物の根、茎、葉などをあらゆる

角度から薄く切り、きわめて体系的な方法論を用いて顕微鏡観察を行ったネへ

ミア・グルー(NehemiahGrew)はその代表的人物のひとりである10。彼の観察

成果は『植物の解剖』(T免eA柁αわれγ〆Pα花3,1682)となって世に出た。植物の

生理は動物の生理とほぼ同じ経過を辿ると考えたグルーの植物分析・解剖用語

は、動物の解剖用語とほぼ同じものであった。植物は「嚢」(`も1adders")と「管」

("vessels")という2大要素からなるとグルーは言い、その用語は動物の構造分

析にも用いられていたのである。顕微鏡による観察結果は身体の機械論的哲学

の枠組みにおいて解釈され理解されることが多く、顕微鏡はさらに植物の生命

構造を追及しこれを記述しようとする人々にも多いに利用されることになった。

顕微鏡はやがて18世紀科学の一角を担う植物学を含む博物学にとってもき

わめて重要な役割を果たすようになる。顕微鏡の眼が植物学の眼を補強するこ

とになった。18世紀植物学はエラズマス・ダーウィン(ErasmusDarwin1731-

1802)の『植物園』(me月0α柁icGαrde花,1789掴1)と共に始まる。二部構成をな

すこの書物は、植物の最新の科学的分析結果を散文による脚注(「哲学的注釈」

"philosophicalnotes")で披露し、本文の韻文でその植物の生態を神話化して

描く。植物の美しい図版が所々に挟まれる。つまり『植物園』は科学と文学と

絵画が混合した作品であり、言語的表現(韻文・散文)と視覚的表現(図版)

が融合したものなのだ。『植物園』第二部『植物の愛』(7九eエoUesor娩ePα柁fs,

10言うまでもなく〟icrogr(IpんiαObserv.xvトⅩⅩⅩiでは植物が扱われている。

BeI再aminMartin,MierqgraphiaNoua:OTlaNewrreatiseontheMicroscQPe,and

MicroscQPicOafects(Reading,1742),Chap.xiii"OfMicroscopicO毎ectsarising

fromPlantsandVegetables,,44-50にも植物の詳しい観察報告が記されている。
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1789)の冒頭に、カメラ・オプスキュラ(Cameraobscula)への言及がある。『植

物の愛』を読む/見る行為は、ちょうどカメラ・オプスキュラを覗き楽しむ行為

に似ているとダーウィンは語っている。

Lo,hereaCAMERAOBSCUIJAispresentedtothyview,inwhich

arelightsandshadesdanCingonawhitedcanvas,andmamifiedinto

apparentlifb!"ifthouartperfectlyatleasureforsuchtrivial

amusementwalkin,andviewthewondersofmyINCHANTED

GARDEN.(下線筆者)

下線部は顕微鏡もしくは拡大鏡への言及であり、当時の文献ではカメラ・オプ

スキュラは顕微鏡の働きも兼ね備えたものとして捉えられている11。「驚異を

見る」という表現は、先にも引用したパワーの詩「顕微鏡賛歌」に見られた表

現に類似している。パワーの詩では、肉眼・裸眼では捉えることのできない微

小の世界が顕微鏡下で開示されたときの驚きを表現したものであったが、ダー

ウィンでは、読者に向かって、カメラ・オプスキュラによってその微小な糸田部

が拡大し写し出された未知の植物界(「魅惑の庭」)を堪能しなさいという。カ

メラ・オプスキュラを覗くと、そこには様々な光と陰が真っ白なキャンバスの

上で踊っているのが見えるとダーウィンは言う。絵画の比喩(「白いキャンバ

ス」)は、ダーウィンの作品が言語的表現と視覚的表現の双方から成り立ち、

基本的には「視覚」に依存したものであることを窺わせる。実際ダーウィンに

よれば、詩は絵画と共に「視覚」に深く関わる12。言葉は「視覚」("sight,りに

11顕微鏡とカメラ・オプスキュラがその機能において類似していることは

BeI克aminMartin,MicrographiaNoL・aViiiにも伺うことができる。

12P.loet]Ithasbeenalreadyobserved,thattheprincipalpartJOfthelanguageof

POetryCOnSistsofthosewords,Whichareexpressiveoftheideas,Whichwe

origlnallyreceivebytheorganofsight;andinthisitnearlyindeedresembles

painting;Whichcanexpressitselfinnootherway,butbyexcitingtheideasor

sensationsbelongingtothesenseofvision.(TheLouesqfthePlantsl19)
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よって捉えられた観念を伝えるものであり、他方絵画は「視覚」(``thesenseof

visi。n")に関与する観念もしくは感覚("sensations")を喚起することによって

自らを表現する。こうした意味において、ダーウィンにあっては詩と絵画は
ペンペンシル

「姉妹芸術」であり筆と絵筆はその本質を共有する。

18世紀における植物学の繁栄には、スウェーデンの植物学者リンネ

(CarolusLinnaeus1707-78)の著作を翻訳し、リンネ体系を自分の作品(『植物

園』)のなかにも取り入れたダーウィンの存在があったことはいうまでもない。

リンネは植物を先ず雄しべと雌しべの数によって分類し(雌雄薬分類法)、

各々を綱(class)と目(order)と呼んだ。リンネ体系は男女の性を基本にして

構築されており、それがさらに社会組織とのアナロジーを含んでいた。このよ

うなリンネ体系を受け入れたダーウィンから「グロリオサ(キツネユリ)」(図

3)の記述例を引いてみよう。

WhentheyoungHoursamidhertangledhair

Wovethefreshrose-bud,andt,helilyfhir,

ProudGLORIOSAledthreechosenswains,

TheblushingcaptiveofhervlrglnChains-

WhenTime'Srudehandabarkofwrinklersspread

Roundherweaklimbs,andsilver'do'erherhead,

ThreeotheryouthsherrlperyearSengage,

Theflatter'dvictimsofherwilyage.

Gloriosa,1,119.Superba.Sixmales,Onefemale.Thepetalsofthis

beautifu1flowerwit,ht,hreeofthestamens,Whicharefirstmature,

hangdowninapparentdisorder;andthepistilbendsatnearlyaright

angle,tOinsertitsstigmaamongstthem.Inafbwdays,aSthese

decline,theotherthreestamensbendover,andapproachthepistil.

(rんeムouesof娩ePα柁ね12-13)
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下半分はダーウィンによる「グロリオサ(キツネユリ)」の「哲学的注釈」つ

まり植物学的説明である。解説によれば、「グロリオサ(キツネユリ)」は6

本の雄しべと1本の雌しべを有する。6本の雄しべのうち3本が先に成長し雌

しべの方向に傾き、2、3日後にそれらが衰えると今度は残りの3本が雌しべ

に近寄る。上半分では1本の雌しべは乙女として描かれ、6本の雄しべは「3

人の選ばれた若者」("threechosenswains")と「3人の残りの若者」("Three

otheryouths")と呼ばれ、彼らは彼女(雌しべ)に仕える若者と描写されてい

る。このように『植物園』の言説は、散文による科学的説明(下半分)と韻文
ハイプリッド

による神話的物語(上半分)からなる奇妙な混合体なのである13。

ダーウィンによるリンネ訳やダーウィン自身の植物学関連の著作によって、

博物学という新しい学問は急速に広まっていった。とくに女性がこの学問の知

識を吸収し実践する担い手として大きく登場してきたことは注目していい14。

『新女性誌』(アんe八も柑エα軸も必曙αZ花eOrPoZねαndガ花ねrα柁曙Co77岬α花0花

か伽ガαirSe諾,1786)には、18世紀植物学のシンボルである「フローラ」

(Flora;図4)が登場する。庭を散歩する2人(IngeanaとFlora)の女性は雪の

なかにスノードロップを見つけて立ち止まる。2人のうちインジーナは植物学

を学び始めたばかりで難しいリンネ体系の専門用語を使うが、他方、彼女の先

生役であるもうひとりの女性フローラも生徒の植物学に対する情熱を歓迎す

13DarwinとLinnaeusによる植物の怪体系、Darwinにおける詩と絵画などにつ

いては、CliveBush,"ErasmusDarwin,RobertJohnThornton,andLinnaeus'

SexualSystem,"ECS7(1974):295-320を参照。

14この間題に関しては、AnnB.Shteir,CultiuatingWoTnan,CultiuatingScience:

ダorα'SかαⅡg短ersαnd月0α柁γ柁E柁gαれd1760!01β60(Baltimore:Johns

HopkinsUP,1996)が、現在、最も充実した文献であろう。次のTheNewLaめ′b

Magazineからの引用は、Shteir,CultiuatingWoTnanlによる。またDavidE.

Allenr九e刃b〟mZisH花月rわα柁ごASoc料は玩血相(1976),邦訳『ナチュラリスト

の誕生-イギリス博物学の社会史』阿部治訳(平凡社、1990)、「第二章ファッシ

ョンとしての博物学」43-82にも同様の指摘がある。



64 顕微鏡的想像力の系譜(1)

′′∴.・∴-∴〝_さ.

図4へンリ・フューズリ画/A・スミス刻。四元素に囲まれたフローラ。『植物園』第

一部『植物界の秩序』、口絵。第二部『植物の愛』への口絵も同じく「フローラ」(エ

マ・クルー画)。フューズリは急進主義的出版社主ジョゼフ・ジョンソンの紹介でダーウ

ィンと知り合う。フューズリ『夢魔』(ユングレーヴイング)もダーウィンによる詩文

つきで『植物園』に所収。エングレーヴイング、1791年、ニューヨーク州立図書館蔵。
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る。フローラがある植物を指し、これはリンネの命名では「ネクタリー」

(nectary)と呼ばれるものだと言う。これに対してインジーナはその8枚ある

花弁の緑の縞を私はとても気に入っていると言い、「顕微鏡で覗くとまるで見

事な縦みぞ彫りのように大きく見える」と答える場面がある。引用は顕微鏡の

拡大機能への言及であり、植物の観察に顕微鏡が欠くことのできないものであ

ることは、ほかに18世紀から19世紀にかけて数多く出版された博物学(植

物学)にかかわる文献を一瞥するだけでも明らかである。微細なものを拡大鏡

あるいは顕微鏡を使用して観察し、そうして得られた植物生理学の観察結果を

図・絵(``graphicdetail")と言葉・文字による詳細な写実的描写("explicit

language")によって記録し残すというやり方が、植物学的知識の伝播に固有の

言説となった。例えば、女性の手になる最初の体系的な植物学案内書として、

プリシッラ・ウェイクフィールド(PriscillaWakefield1751-1832)の『植物学

入門』仏柁融rodぴCお花わ月0α桝花αSeγieso手釣紺五短汀上融加γS,1796)がある。

十代の二人の姉妹間の往復書簡という形式をとっている。フェリシア(Felicia)

は夏休みを使ってリンネ体系を勉強し、その成果をコンスタンス(Constance)

に報告する。第16番目の綱(class)まで進んだところで、フェリシアは次の

ように書いているト「顕微鏡を手に取り前の粉をよく調べてごらんなさい……

自然界の微細な部分には優雅な精妙さがそなわり、それは最高の芸術をも凌ぐ

ものであることがおわかりでしょう」)15。フェリシアはほかのところでも、

本物の博物学者(植物学者)になるための条件として次のような忠告をする-

「花の細部を調べるときにあなたの役にたつものとして、拡大鏡、針、ランセ

15PriscillaWakefield,AnIntroductiontoBotany,inaSeriesofPbmiliarLetters

(1796)43.WakefielShteir,CultiuatingW07nan83-89.OEDは`description"の定

義として``Theactionofsettingforthinwordsbymentioningrecognizable

featuresorcharacteristicmarks;Verbalrepresentationorportraiture"(2.a);

``pictorialrepresentation"(4)を挙げており、この語のなかにすでに、絵(図版)

と言葉双方による細密な写実の意味があることがわかる。
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ット、細かく切り裂くための小さな鋏を用意しておくことが大切です」(23)。

つまりシャーロット・スミスの言葉を借りれば、「植物学」("scienceofBotany,,)

という新しい学問は、対象となる植物を顕微鏡や拡大鏡を用いて観察し精確な

言葉と絵による記録を残す、まさに「描写と写実の学問」("ascienceof

description")と称し得るものであった16。後述するスミスの作品にはこのよう

な特徴をもつ植物学からの影響がきわめて濃厚に漂っている。

シャーロット・スミスの詩や小説には植物学についての高度に専門的知識が

具体的に散りばめられていることは既に指摘されている17。リンネやダーウィ

ン、英語による最初の大衆向け植物学入門書(月0£α柁icαJArrα′哲eme柁≠0fAJJ娩e

Ⅵ郡αのes八もれげαかGro〟わ堵花Greα月rおα托,1776)を書いたウイリアム・ウイ

ザリング(WilliamWithering)、ジャン=ジャック・ルソー(Jean-Jacques

Rousseau)の植物学入門書を翻訳したトマス・マーチン(ThomasMartyn)さ

らには1760年から1830年にかけて多数出版された女性の手になる植物学の

書が、スミス作品の糧になったことは言うまでもない。代表的小説のひとつ

『若き哲学者』(meh岬gPんbsqpゐerαAbUeJ,1798)執筆に際して、スミスは

当時のリンネ協会会長であったジェイムズ・エドワード・スミス(James

16JudithPascoe,"FemaleBotanistsandthePoetryofCharlotteSmith,"CaroI

ShinerWilson&JoelHaefi1ereds.,Re-ⅥsioniTqRomanticism(Pennsylvania:

UofPennsylvaniaP,1994)193-209は、Smithと植物学と女の視線の問題を絡め

て扱った秀逸な論考である。

17博物学を詩や小説に取り入れることはCharlotteSmithの独創でもなんでもな

い。"theinsipidityofModernPoetry"に陥っている「現代詩」の活性化のためにも

必要であった。この点については、JohnAikin,AnEssayontheApplicationof

NaturalmstorytOPoetT3](Warrington,1777),とくに"PoeticalUseofNatural

History"を参照。
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EdwardSmith)に種々なアドヴァイスを求めたといわれている18。『若き哲学

者』は植物学の特徴である詳細な植物生理学に関する記述やカタログなどを多

数含んだ作品である。この作品の第二巻において、樵博しきったローラ

(Laura)が語る植物に囲まれた生活のもたらす癒しの力はスミス自身が求めた

ものでもあっただろう。

Amidst,themanysadhoursIhavepassed,Ihaveneverfhiledtofbel

myspirit,SSOOthedbythecontemplationofvegetablenature,andI

haveoftenthoughtthat,WheneverIcouldgazeonthecloudsabove,

andseetheearthbelowmeclothedwithgrassandflowers,Icouldfind

SOme,thoughamelancholy,Pleasureinexistence.19(II:165-66)

スミスにはその題名をダーウィンの『植物園』から取った「植物の女神によ

せて」("TotheGoddessofBotany,"1797)というソネットがある20。「世の愚か

さに疲れた私は、暴力と欺瞞を見ることを避けるためにも=…・優しい花の女神

よ、あなたのもとに逃れたいのです」(1-5)。スミスの伝記を播けば明らかな

ように、彼女の一生は世間の醜い「愚行」と残酷な「暴力」そして許し難き

「欺瞞」との戦いの連続であり、それによって彼女が受けた心の傷は計り知れ

ない程深いものであった。このソネットへの長い脚注のなかでスミスは、「心

の病めるものにとり一悲しみや嫌悪感のゆえに「世間は社交的でないものに

は何の価値もない」と気取りなく言えるものにとって-(植物学は)活力の源

18Shteir,C〟1血αわ7堵WoJ乃α柁70.

19引用は、ElizabethKraft,ed.,TheYoungPhilosopher(Lexington:UPof

Kentucky,1999)による。Smithの最も優れた伝記であるLoraineFletcher,

CharlotteSmith:ACriticalBicgraphy(1998;London:Palgrave,2001)207-302

には、Smithと植物学と教育の問題の密接な関係について興味深い記述が見られる。

20Smithの詩作品からの引用は、StuartCurran,ed.,ThePoemsof'Charlotte

Smith(0Ⅹfbrd:0ⅩfbrdUP,1993)による。
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なのです。疲れた目と弱りきった精神力は植物的自然/植物界/植物性

("vegetablenature")の緑陰のなかに救いと安らぎを兄い出すでしょう。今、私

は疲れた心を瞬時でも癒してくれる他のどんなこともしたくありません」。ス

ミスにとって``vegetablenature"は残酷な"humannature"に対立するものであ

ったのかもしれない。いづれにせよ、残酷な人間と闘うスミスを慰めてくれる

ものは植物だけであったというのである。ここで注意しておきたいことは、ス

ミスの植物愛は感傷的な鑑賞に終始するものではなかったということである。

スミスは植物に対してきわめてアカデミックな態度をとる。それは、例えば、

ダーウィンに倣って脚注を付し、そこに植物学の菰蓄を披歴するところにも伺

われる。上に引用したソネットへの注にも、ミルトン、ルソー、シェイクスピ

アからの引用があり、他のソネットへの脚注にはリンネによる二名法(属名の

後ろに種を表す単語が一つつくだけの、二語で名前をつける方法)に倣ってラ

テン語名を付加するなどして、感傷的な自然への態度とは一線を画す21。

顕微鏡は極微小な世界にさらに分け入り未知なる世界の探究を可能にし、不

可視な世界の可視化を可能にしたわけだが、この顕微鏡的特性が精細で正確な

描写を求める植物学に導入されることにより、言葉による細部の詳細な描写と

その視覚化(園・絵)という植物学の特徴が一層際立ったものとなる。スミス

の植物学的微細な描写に満ちた『ビーチ岬』(月eαCんγ挽αd,1807)や、スミス

愛読書のひとつであったダーウィン『植物園』のいわばスミス版ともいうべき

『フローラ』(ダbrα,1807)は、今述べたようなスミスの顕微鏡的特性が遺憾な

く発揮された作品である。

『ビーチ岬』は植物学、地質学、鳥類学つまり博物学に関するスミスの実践

と専門的知識とがふんだんに盛り込まれた、スミスの死後出版作品である。ビ

21このソネットのなかで``shadesofsoothinghue"(6),"unnumber,ddyes"(7),

"brightvarieties"(8),"eVeryVeinedlear,(10)など、スミスの目が植物の解剖学

的な細微に注がれていることは注目に値する。
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ーチ岬はイースト・サセックス州南部のイギリス海峡に突出した岬で、その先

端は白亜質の絶壁である。脚注に「フランス海岸を出てイギリス海峡を渡ると

最初に見えてくるのがビーチ岬」であるとスミスは記している。『ビーチ岬』

の「私」は岬の高みから下方を見下ろし、沖合にいる船乗りは、早朝、岬の頂

きに立つ私に向かって呼びかける。

Onthystupendoussummit,rOCksublime,

Thato'erthechannelreared,half壷ayatsea

Themarineratealymorninghails,

Iwouldrecline.(1-4)

ある視点から全体を見下ろすという設定は、直ちに18世紀に流行した「眺

望詩」("prospectpoem")を想起させるだろう22。丘や高台の上から街全体を傭

轍しそこに政治的・社会的意味合いを読み込んでいく形式の詩である。全体を

眺望する「風景画家」的な「眼」が求められる、ある意味できわめて男性的な

詩形式であると言えよう。『ビーチ岬』もそのような展開を期待させるのであ

るが、実はその期待は完全に裏切られる。例えば、"Advancinghigherstill/

Theprospectwidens"(309)とあるように、スミスの視線は全体を傭轍し

時々彼女が立っている位置を読者に思い出させるのであるが、彼女にとっては、

その全体の意味よりもむしろ個々の自然現象の微細な描写がいわば植物学者ス

ミスの「顕微鏡的眼」が優先する。例えば、海に沈もうとする太陽と光と雲の

描写を見てみよう。

FornowthesunisverglngtOthesea,

22``prospectpoem"については、JohnDixonHunt,TheFigureintheLandscape:

PoetTT,Painting,andGardeni7堵DuringtheEighteenthCentu77(Baltimore:

JolmsHopkinsUP,1976)225-40,264-65;JohnBarrell,TheIdeaqflandscape

andtheSensedPlacel730.1840(Cambridge:CambridgeUP,1972)など。
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Andashewestwardsinks,thenoatingclouds

Suspendedmoveupontheevenlnggale,

Andgatheringroundhisorb,aSiftoshade

TheinsufEbrablebrightness,theyreslgn

TheirgauzyWhitenessand,mOreWarmed,aSSume

Al1huesofpurple.Theretransparentgold

Mingleswithrubytintsandsapphiregleams

Andcolourssuhasnaturet・hroughherworks

Showsonlyintheetherealcanopy.(75-84)

細やかな色彩の微妙な変化が余すところなく見事にとらえられている。スミ

スは6歳の頃、当時有名なチチェスターの風景画家ジョージ・スミス(George

Smith)に絵の手ほどきを受けたことが知られている。そのときの影響がここ

に見られるのかも知れない。スミス伝の作者フレッチャーによれば、スミスの

才能は最初は先ず画家としてのものであったという。たしかに『ビーチ岬』に

具体的絵が添えられているわけではない。しかし、ここには筆と絵筆の見事な

融合がある。つまり『ビーチ岬』は「詩は絵のごとく」(Ⅱfpic紬rαpOeSig)と

いう西欧文化に連綿と受け継がれてきた伝統に連なる作品なのだ。その意味で、

この作品は、絵と文字というふたつのメディアからなる顕微鏡的言説のひとつ

の変奏とみなすことができるのである。

植物学者としてのスミスの特徴はさらに次の引用に遺憾なく発揮されてい

る。

AnearlyworshipperatNature'sshrine,

Ilovedherrudestscenes-WarrenSandheathS,

Andyellowcommons,andbirch-Shadedhollows,

Andhedgegrows,borderingunfrequentedlanes

Boweredwithwildroses,andtheclasplngWOOdbine

Wherepurpletasselsofthetanglingvetch
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WithbittersweetandbryonylnWeaVe,

Andt,hedewfillsthesilverbindweed'scups-

Ilovetotracethebrookswhosehumidbanks

Nourishtheharebellandthefreckledpagi1,

Andstrollamongo'ershadowingwoodsofbeech,

LendinglnSummer,fromtheheatsofnoon,

Awhisperingshade;Whilehaplytherereclines

Somepensiveloverofunculturedflowers...(346-359)

71

植物神フローラの神殿を参拝するスミスが描き出す自然は、対象となる花々

が数センチの間近さから活写され、彼女自身の眼で観察され吟味され浮き彫り

にされる。"VetCh","bittersweet","bryony",''bindweed","harebell","Pagi1"に

はそれぞれいつもながらのリンネ式命名と解説が脚注で与えられる。以上2

つの『ビーチ岬』からの引用は「植物学的精確さの詩学」("apoeticsofthe

botanicallyexact")と称されるこの作品の特徴を十分に例証するものである23。

ウイリアム・ワーズワス(WilliamWordsworth)の、例えば『序曲』(The

Prehde,1850)の自然描写がワーズワスの自我の表出にはかならないとすれば、

スミスのそれは己を空しくして対象を見つめ、その細部を花弁の縞の数にいた

るまで精確に写実的に描き出す。「さらに微細なものを観察し、青白い石灰質

の土のついた貝殻の不思議で見慣れない形をみて驚くのです」("Andstill,

Observingottiectsmoreminute,/Wonderingremarkthestrangeandfbreignfbrms/

Ofsea-Shells,Withthepalecalcareoussoil/Mingled,,,372-375)が示すように、岬

の高みから見下ろしながらも、描写されるものといえばそれは貝殻の形態であ

りその感触である。スチュアート・カラン(StuartCurran)は『ビーチ岬』の

多様な自然描写の特徴について、自然に投入するスミスの衝動の激しさを指摘

しつつ、''multitudinous,unCannyParticularity"と的確に表現している。カ

23Pascoe200.
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ランの言葉を私なりに言いかえればこうなる-広大で「多様な」自然界の

「微細な部分」に参入したスミスの顕微鏡的眼が描きだすものは「神秘的」と

もいえる自然である、と。植物学、地質学そして鳥類学などスミスの博物学的

実践と知識に彩られた『ビーチ岬』に見られるのは、自然の超越もしくは吸収

をはかるワーズワス的ロマン主義ではなく、自然の他者性を徹底して見つめ讃

えようとする、もうひとつのロマン主義である24。

植物の女神が天界から車に乗って降りてくる様子の描写で始まる『フローラ』

は、スミスの植物学的知識が詰まった神話である。植物学的細部描写と科学的

解説(脚注)が織りなす詩的妖精物語である。この作品のなかでも顕微鏡的視

線が交錯している。

NorlessassiduousroundtheirlovelyQueen,

ThelighterformsoffemaleFaysareseen;

RichwasthepurplevestFloscellawore,

SpunofthetuftstheTradescantiabore,

TheCistusflowersminut,ehertemplesgraced,

AndthreadsofYuccaboundherslenderwaist.(79,84)

フローラ(Queen)の周囲では妖精たちが軽やかに舞い踊る。妖精のひとり

フロセラがまとう衣は`Tradescantia"の絹のように柔らかな房から紡ぎだされ

た糸で編まれたものであるという。スミスは引用個所の"Cistus,'と``Yucca"に

は、例によってリンネ式ラテン語名と簡単な説明文を付し、とくに

"Tradescantia"には次のような脚注を付している。

Tradescantia.Thesilk-liketuftwithintheplant,CalledTradescantia

appearstotheeyecomposedofveryfinefi1amentS;butonexamininど

oneofthesesmallsilkvthreadsthroughamicroscope,itlookslikea

24Curran,ed.,XXVii-ⅩⅩViii.
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strinどOfamethvsts.(下線筆者)
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脚注下線部には、細部のさらなる細部へと無限に増殖する細部を探求せんとす

るスミスの欲望が露呈されているだけではない。繊細なスミスの眼に映る細部も

顕微鏡を通してみるとさらにまた違った世界が見えてくるということ、顕微鏡は

一種幻想的な世界に誘う道具として捉えられていることをも暗示している。

Ⅳ

スミスと植物学と顕微鏡を論じてきたが、これら三者の相関関係の含む意味合

いはかなり複雑なものである。先に、言語的表象と視覚的表象という二つのメデ

ィアの融合したものが顕微鏡文化の言説であり方法・手段であったと書いた。ス

ミスが少女時代に風景画家から絵の手ほどきを受け画家としての才能を示したこ

とについても既に触れたが、『フローラ』冒頭(7-14)には画家兼詩人としてのス

ミスの観察眼と描写力が「ファンシー」("Fancy")に託されている。ここに描か

れているのは叙事詩などに見られる一種の「霊感祈願」であるが、ファンシーの

巧みな「魔法の絵筆」("magicpencil")を借りて植物神=フローラを「描写」

("describe,,)したいとスミスは言う。言葉による花の描写には、スミスの顕微鏡

的観察眼とそれによって得られた情報を絵画的に措写する技術が、いわば言語的

表現と視覚的表現とが巧みにミックスされている。その意味において、この作品

もまた、言葉による対象の精確な描写と精密な図からなるフックの『ミクログラ

フィア』の系譜につらなる顕微鏡的作品とみなすことができるのである。

イギリス18世紀後半、植物学をおさめる女性は性的放縦に走り、フランス

革命に共感するようになるという偏見が強くあったことを指摘しておく必要が

あるだろう。リチャード・ポルウェール(RichardPoIwhele)の『男性化した女

たち』(me【加古e∬甘粕mαJes,1798)は、植物学にのめり込む女性作家たちは、

メアリ・ウルストンクラフト(MaryWollstonecraft)のように自ら女性である
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ことを否定した革命的な思想の持ち主となるとして、これを椰楡・批判した作

品である25。アンチ・ジャコバン派を任ずる牧師にして詩人のポルウェールに

よれば、ダーウィン措く性化された植物界は、一夫多妻や窃視趣味などあらゆ

る意味での倒錯した性生活の世界であると言う。そのことを自覚せずに植物学

をかじる女性たちは「慎み深さの代りに図々しさを身に付け」("ifbotanizing

girls...donottakeheed…,theywillsoonexchangetheblushofmodestyfbrthe

bronzeofimpudence.")、しかもウルストンクラフトのようにフランス革命を擁

護する「フランスかぶれ」("ToGallicfreaksorGallicfhithresign,d,,)の女になっ

てしまうと言う。植物界と人間界とをアナロジーで捉え、植物界の事情をその

まま人間社会にもあてはめようとすることの危険を訴えているのである。

Withblissbotanicastheirbosomsheave,

[they]Stillpluckforbiddenfruit,WithmotherEve,

Forpubertyinsighingnoretspant,

Orpointtheprostitutionofaplant・;

Dissectitsorganofunhallow'dlust,

Andfbndlygazethetitillatingdust.(pp.8-9)

25引用はRichardPoIwhele,ThethlSeXtlFemales:APoem,Addressedtothe

AuthorofThePursuitsdLiterature(London,1798;rpt.NewYork:GarlandP,

1974)による。PoIwhereと18世紀植物学については、Shteir,Cultiuating

Wolnan27T28;AlanBewell,"`OntheBanksoftheSouthSea':botanyandsexual

COntrOVerSyinthelateeighteenthcentury,''inVisionsofEmpire,eds.J.D.P.

MillerandR.H.Reill(Cambridge:CambridgeUP,1996)173-193;Fletcher,

CharlotteSmith233-234;DonnaLandry,"GreenLanguage?:WomenPoetsas

Naturalistsin1653and1807"HuntingtonLibraryQuarterか63.4(2000):467-

489.他にElizabethHeckendornCook,`"Perfect'Flowers,MonstrousWomen:

Eighteenth-CenturyBotanyandtheModernGenderedSu旬ect,"in`Defbcts":

EngenderingtheModernBody,eds.HelenDeutschandFelicit・yNussbaum

(AnnArbor:UofMichiganP,2000)252,279も参照。
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引用個所の''botanic"への脚註として、ポルウェールは「最近、植物学が女

性の間で流行している。しかし植物の怪体系の研究が女性の慎ましさとどう折

り合うのか、私には一向に理解できない」と記す。さらに植物の性器を「解剖

する」("Dissect")という語への自註のなかでは、ウルストンクラフトが「性器

について自由に語ることは目や手について語ること同様、正しいことである」

と述べていることを引用し、世の女性には慎ましさというものが欠如しつつあ

ることを嘆く。植物学をやる女たちはウルストンクラフトのこのような言葉遣

いに全く違和感を覚えなくなり、性差を否定し自らを"unsex"してしまった。

彼女たちは、従って、ウルストンクラフトの後継者の道を歩んでいるのである

と述べている。ポルウェールはそのような倒錯したウルストンクラフト的女性

作家として、メアリ・ヘイズ(MaryHays)、ヘレン・マライア・ウィリアムズ

(HelenMariaWilliams)、アン・イアーズリ(AnnYearsley)、メアリ・ロビンソ

ン(MaryRobinson)、アナ・レティシア・バーボルド(AnnaLaetitiaBarbauld)

そしてスミスを槍玉に挙げる。

植物学と過激思想をもつ女性という結びつきが、このようにかなりいい加減

で安易な形でなされてしまうのは、1790年代後半の保守的アンチ・ジヤコバ

ン作家の特徴かも知れない。しかし先に見たポルウェールやトマス・マシアス

(Th。maSJamesMathias)なども言うように、ダーウィンの植物学が、女性に

「淫らな欲望」を掻立てやがては社会の秩序を混乱に陥れる脅威として受けと

められていたこともまた事実である26。スミスが植物学を通して性的放縦に走

ったとはとうてい信じられない。しかし彼女が当時の政治や社会の批判におい

て、過激なジヤコバン的思想の持ち主であったことは作品や書簡のあちこちに

伺い知ることができる27。そのような思考を促したものとしてスミスの「顕徴

26ThomasJamesMathias,77LePursuits〆Literature:ASatiricalPoeminFbur

Dialogues(London,1798)Ⅹi,quOtedinBewe11187-188.

27DianaBowstead,"CharlotteSmith'sDesmond:TheEpistolaryNovelas

IdeologicalArgument"inPbttertlor釣でe?:BritishWomenNouelists,1670-1815,eds.

MaryAnneSchofieldandCeciliaMacheski(Athens:OhiaUP,1986)237-263.
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鏡的眼」があったことを強調しておきたい。つまり顕微鏡観察は極小の世界を

極大へと反転させる契機を学んでいることをスミスは洞察したのではないだろ

うか。あるいは、先に見た``Tradescantia"へのスミスの脚注が暗示したように、

顕微鏡は肉眼で見るのとははるかに別世界へと人を誘うものであることに気づ

かされたのではないかと思う。そのことに気づいた瞬間に、おそらくスミスの

閉ざされていた精神(「社会は社交的でない人間にとり何の意味も持たない‥・」)

は開放/解放され、より広大で理想的な世界を彼女は夢見たのである。植物学

的実践がスミスの急進主義的思想を養ったもののひとつではなかったかと考え

る。

パワーをはじめとして初期の顕微鏡学者たちは顕微鏡が開示する無限小の世

界に神の叡知と栄光を見た。自然は人工/芸術を凌駕することに驚嘆したので

あった-「自然の微細な部分には優雅な精妙さがそなわり、それは最高の人工

/芸術をも凌ぐものである」。自然を芸術に接ぎ木し、科学(植物学)と詩の融

合をはたしたスミスは、洗練された比類なき神話作品『フローラ』を生み出し

た。周知のようにサミュエル・ジョンソン(SamuelJohnson)は『ラセラス』

(T鮎打扉0相可RαSSeαちPr花Ce〆Aわ唱Si花iα,1759)のなかで、詩人の仕事はチュ

ーリップの全体像を措くことでありチューリップの縞の数を数えることではな

いと教えた。しかしながらまさにその縞の数を数えること、微細な部分に参入

すること、そこにこそ詩の可能性があるとスミスは信じたのであった。


